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ABSTRACT

We developed a new CAMAC Module for the TAF control system and named it the 

stasus changing monitor CAMAC module(SCM). This module has 64 optically 

isolated digital input channels and 64x16 bits memory. Changes of the input 

bit pattern are registered into the memory with variable monitoring speed.

1. は じ め に
ト リ ス タ ン 日 光 実 験 室 （B 4 ) で リ ニ 了 ー コ ラ イ ダ ー 計 画 の た め に 0.2 MeV Test 

Accelator Facility (TAF P h a s e 1)の 建 設 が 進 め ら れ ほ ぼ 完 成 し た 。 TAF P h a s e 1の 

コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム と し て 、 Optical Enhanced CAMAC Serial Highway System を 
使 用 す る こ と を 昨 年 3 月 に 決 定 し た 。 こ れ は ト リ ス タ ン CAMAC Systemの 知 識 と ト リ ス タ  

ン で 製 作 さ れ た CAMAC Modules ( p e f 1，2)が 十 分 に 利 用 で き る か ら で あ る 。 た だ し 、

KEK PF 2.5 GeV Linacで 使 用 さ れ て い る Fast Changing M o d u l e に 対 応 す る CAMAC 

Moduleを 作 る 必 要 が あ つ た 。 Fast Changing Module に は //-processor^ # PD 827 9C-5) 

が 使 用 さ れ て い る が 、 我 々 は 変 化 の 測 定 速 度 及 び ノ イ ズ 環 境 （20MHz〜 100MHz ) を 考 慮 し  
て 、 //-processorを 使 用 し な い で 、RAM Memoryを 持 っ た 簡 単 な Fast Changing CAMAC 

Moduleを 昨 年 9 月 に 完 成 さ せ た 。 こ の Moduleを 使 用 し て 、 昨 年 以 来 イ ン タ ー ロ ッ ク の 表  

示 を 行 な っ て 来 た 。 今 年 、 こ の Fast Changing CAMAC Moduleを さ ら に 改 良 し て 、 トリ 

ス タ ン の C a b l i n g 仕 様 と 合 う よ う に 入 力 点 数 を 50点 か ら 64点 に 増 や し 、 イ ン タ ー ロ ッ  

ク の 変 化 の 測 定 速 度 を 選 択 で き る よ う に し た 。 こ の 改 良 し た Moduleの 名 前 を Status 

Changing Monitor CAMAC Moduleと し た 。
こ の モ ジ ュ ー ル は 、 Fast Changing M o d u l e と 同 じ 入 力 回 路 を 持 ち 、 イ ン タ ー ロ ッ ク  

の 変 化 を 高 速 で メ モ リ ー に 記 録 す る 2幅 の CAMAC Moduleで あ る 。 Linacに お い て 、 
放 電 な ど で イ ン タ ー ロ ッ ク が 動 作 し た 場 合 、 何 が 原 因 で イ ン タ 一 口 ッ ク が 動 作 し た か を  

調 べ る の に 有 効 で あ る 。 イ ン タ ー ロ ッ ク に 対 す る 計 算 機 の 応 答 速 度 を 考 慮 し て 、 こ の モ  

ジ ュ ー ル は 割 込 み 機 能 を 持 っ て い る 。
イ ン タ ー ロ ッ ク Statusの 変 化 が 波 及 効 果 で 16回 以 上 連 続 し て 発 生 し た 場 合 、 この 

Moduleの Memoryに 8 A sec/64 bits dataの 速 さ で 、 最 初 の Status変 化 か ら 順 番 に 16 

DATA分 記 錄 さ れ る 。 そ し て 計 算 機 に 割 込 み が か か り 、 約 50々 sec/64 bits dataの 速 さ  

で 計 算 機 に DATAが 取 込 ま れ る 。



2. 回 路 構 成
図 1

回 路 構 成 は 上 の Block図 の よ う に な っ て い る 。 Clock Generatorの Clockは Dip 

Switchに よ っ て 選 択 で き 、 Statusの 変 化 の 測 定 速 度 を 変 更 で き る 。 そ の 1サ イ ク ル 当 り  
の 測 定 時 間 を T a b l e 1に 示 す 。 回 路 の 原 理 は 簡 単 で 、 メ モ リ ー に 書 か れ た Previous 

DATAと 現 在 の 状 態 を Clock Generatorに 従 っ て コ ン パ レ ー タ で 8 bits単 位 で 比 較 す る 。 
Л 力 に 変 化 が あ る と 、 メ モ リ ー の ア ド レ ス を 64 bits分 進 め る 。 こ の 操 作 に よ っ て 、 今 
ま で 書 き 込 ま れ た デ ー タ が 蓄 積 さ れ 、 こ の DATAが Previous DATAに な る 。



Table 1

3. CAMAC Commandの 説 明

F(0)A(0) Read Memory

内 部 の リ ー ド カ ウ ン タ ー で 示 さ れ た メ モ リ ー の 内 容  

を 読 み だ す 。 読 み だ し た 後 、 リ ー ド カ ウ ン タ ー は イ ン  

ク リ メ ン ト さ れ る о Q信 号 は 、 ス テ ー タ ス を 示 す 。 正 常  

動 作 の と き は 1、 デ ー タ が 無 効 の 時 は 0で あ る 。 Q = 0 

の 時 は 、 リ ー ド カ ウ ン タ ー は イ ン ク リ メ ン ト さ れ な い 。

F(0)A(1〜 4) Read Input Status

Subaddressで DATA Addressを 選 択 し て 、64 bits分 

の 現 在 の 入 力 DATAを 読 み だ す 。

F(1)A(0) Read Memory Address

メ モ リ ア ド レ ス カ ウ ン タ ー の 内 容 を 読 み だ す 。 この 

内 容 は 、 こ れ ま で に 入 力 の 変 化 が 何 回 起 っ た か を 示 す 。 
リ セ ッ ト 時 は 1で あ る 。

F(9)A(0) Restart Module

Moduleを 初 期 状 態 に す る 。 す な わ ち 、 リ一 ド カウン 
タ ー を 0に 、 メ モ リ T ド レ ス カ ウ ン タ ー を 1に す る 。

Clock周 期  

(nsec)

Cycle時 間  

( ju sec)

62. 5 8

125 16

312. 5 40

625 80

1250 160

2500 320

F(9)A(1) Read CNT

L A M に 関 し て は 初 期 化 さ れ な い < 

リ ー ド カ ウ ン タ ー の 内 容 を 0に す る 。

F(10)A(0) LAM Clear LAM フ ラ ダ を  Clearす る 。
F(24)A(0) LAM Disable F(26)A(0) LAM Enable F(27)A(0) Test LAM

4. 応 用
こ の Moduleを 使 用 す る こ と に よ っ て 、 Alarm用 プ ロ グ ラ ム が 簡 単 に な り 、 応 答 速 度 が  

速 く な る 。 大 き な シ ス テ ム 、 た と え ば J L C な ど で こ の Moduleを 使 用 し た 場 合 、 小 型 TV 

に 、 時 間 起 動 の プ ロ ダ ラ ム に よ っ て Statusを 表 示 し て 、 イ ン タ ー ロ ッ ク が 動 作 し た 場  

合 は 、 割 込 み 起 動 の プ ロ グ ラ ム に よ っ て M e m o r y の 内 容 を 取 り だ し 、 Alarmの 状 況 を セ  
ン タ ー の Alarm Displayに 表 示 す る 。 こ の Memoryの 内 容 は Klystron及 び Cavityな ど  

の 問 題 点 を 把 握 す る 上 で 重 要 な 情 報 源 と な る 。
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